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1. まえがき  

近年，電磁界を高精度に測定可能な光変調器を用

いた光電界センサの研究が進んでいる[1][2]．特に，

光電界センサは低感度であるという欠点があること

から，高感度化を目指す研究が行われている[3][4]．

本研究では，85 kHz 帯の人体内の電界を測定する高

感度な光電界センサ用アンテナの設計を目的として，

光電界センサ本体の等価回路モデルを構築する． 

2. 光電界センサの等価回路モデル 

光電界センサの本体とその等価回路を図 1 に示す．

光変調器，光ファイバおよび O/E 変換器からなる光

電界センサ本体をコンダクタンスとキャパシタンス

が並列接続された等価回路とみなす．85 kHz 帯にお

けるコンダクタンスとキャパシタンスの測定が困難

であることから，それらは高周波の測定値から外挿

することで求める．  

3. 光電界センサの等価回路定数の推定 

1 MHzから 100 MHzにおける光電界センサの入力

インピーダンスを Keysight 社のインピーダンスアナ

ライザ E4991A で測定した結果を図 2 に示す．測定

値から等価回路のキャパシタンス，Q 値を求めた結

果は図 3に示す．1 MHzから 100 MHzまでの測定値

から最小二乗法で外挿して得られた 85 kHz における

キャパシタンスの推定値は 2.3 pFで，Q値は 12であ

った．  

4. まとめ 

85 kHz 帯の人体内の電界を高感度に測定する光電

界センサ用アンテナの設計を目的として，光電界セ

ンサの等価回路モデルを構築した．今後アンテナの

試作，評価を行う予定である． 
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図 1 光電界センサ本体およびその等価回路 

図 3 等価回路定数の周波数特性 

(a) キャパシタンス (b) Q値 

図 2 光電界センサの入力インピーダンス測定結果 

(a) レジスタンス (b) リアクタンス 
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